
健康福祉委員会 案件一覧 

（令和７年 10月 15日開催分） 

 

○所管事務報告 １件 

部 

局 

報
告
順 

件   名 
資料

番号 
説明者（所管課長名等） 

健
康 

政
策
部 

１ 
令和７年度 大田区災害時医療フォーラムの実施

結果について 
44 

小倉 災害・地域医療担当

課長 

 



健 康 福 祉 委 員 会 

令和７年 10 月 15 日 

健康政策部 資料 44番 

所管 健康医療政策課 

令和７年度 大田区災害時医療フォーラムの実施結果について 

 

１ 実施概要 

（１）日 時 令和７年９月 20日（土）14：30から 17：00まで 

（２）会 場 大田区民ホール・アプリコ 小ホール 

（３）テーマ 「阪神・淡路大震災から 30年～その経験と教訓から学ぶ～」 

（４）内 容 

進行 松本 賢芳 氏 

    （大田区災害医療コーディネーター、大田病院 脳神経外科） 

ア 「大田区の災害時医療体制について」 

  災害・地域医療担当課長 

イ 「神戸における災害と街づくりの歴史」 

    小代 薫 氏（神戸大学特命講師、小代薫建築設計事務所主宰） 

ウ 「阪神・淡路大震災から 30年-ＤＭＡＴの創設と歩み-」 

    小井土 雄一 氏（国立健康危機管理研究機構 

危機管理・運営局ＤＭＡＴ事務局長） 

エ 「ＶＲやＡＲで体験しながら考える阪神・淡路大震災から 30年の最新防災情報」 

    あんどう りす 氏（兵庫県立大学大学院 減災復興政策研究科博士課程 

アウトドア防災ガイド） 

オ パネルディスカッション 

    講演者５名による意見交換 

２ 実施結果 

来場者数 80名（当日は、会場内に手話通訳者及び要約筆記者を配置） 

３ その他 

  各講演 15分程度に編集し、テロップを付けた動画を、大田区公式チャンネルにて配信

予定 
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